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Abstract

We conducted a survey of ostomates to determine whether they require Japanese society to have correct knowl-

edge and understanding about stoma and to clarify the influence of professional care on their requirements.

A qualitative analysis was performed to clarify the reasons for their requirements regarding the understanding

of stoma among Japanese society. The questionnaire was formulated based on the results of qualitative analysis

and was distributed to 1000 ostomates. The response data were estimated by stratified analysis with regard to

whether or not the subjects had received WOCN care.

Eighty percent of participants required society, family members and health care workers to understand about

stoma correctly. The WOCN care that the subject received was related to their individual requirements. It was

realized, however, there were issues that could not be resolved by WOC Nursing care only.
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要　　旨

本研究の目的は、ストーマ保有者が一般社会においてストーマを正しく認知してほしいと希望しているかどうかを

連絡先（Corresponding author）：安藤　嘉子 安藤　嘉子（093-93） 受理日： 2009 年 4 月 13 日
大阪赤十字病院看護部

〒543-8555 大阪府大阪市天王寺区筆ヶ崎町 5-30

原　著 



緒　言

近年ストーマ装具やケア技術の進歩に伴い、ストーマ

管理方法は飛躍的に進歩し、排泄管理やにおいの問題は

改善されつつある。しかし、排便や排ガスに伴う音、排

ガスによるストーマ袋の膨らみ、ストーマ位置不良によ

る確実なストーマ装具装着困難など、依然としてストー

マ保有者はさまざまな障壁とともに社会生活を送ってい

る 1）。そのため、1990 年代よりストーマ保有者の QOL

に関する調査が行われるようになった。

ストーマ保有者を対象とした QOL 調査では、自作の

アンケートによる調査や、信頼性と妥当性が検証された

質問票を用いた調査などが行われ 2）－ 4）、ストーマ外来

での指導の重要性や 5）6）、日常生活への支障 7）や活動性

の安定への支援の重要性が述べられている 8）。ストーマ

保有者への支援については、社団法人日本オストミー協

会による調査では 9）、会員の約 4 割にWound, Ostomy,

Continence Nurse によるケア経験があると回答してい

るものの、WOC ナースの介入による影響については述

べられていない。さらに、ストーマ保有者の心理上の問

題や社会上の問題を指摘し、必要な情報が社会に提供さ

れていないと報告している 10）。そこで本研究は、ストー

マ保有者の社会における活動性の安定を支援するため

に、①一般社会・医療従事者・家族に対するストーマの

認知希望についてストーマ保有者のニーズを明らかにす

ること、②ストーマ保有者の社会認知を求める背景に、

WOC ナースによるケア経験が関係しているかどうかを

明らかにすることを目的とした。

用語の定義

社会的認知：ストーマ保有者をとりまく社会（一般社

会・家族・医療従事者）におけるストーマやケア方法、

ストーマを保有しても通常の日常生活を送ることができ

るという正しい理解や認識。

WOCナース：国内外のET（Enterstomal Therapist）

Nurse, Wound, Ostomy and Continence Nurse の教育

プログラム修了者および日本看護協会が認定する皮膚・

排泄ケア認定看護師あるいはストーマ保有者がWOCナ

ースと捉えているナースを呼ぶ。

研究デザイン

半構成的インタビューによる質的分析と質問紙調査。

研究方法

ストーマ保有者の社会的認知希望の有無とその影響す

る要因を明らかにするために、第一段階として半構成的

インタビューによる予備調査を行った。さらに、予備調

査の結果を一般化することが可能かどうか、またWOC

ナースによるケア経験が関連するかについて、第二段階

として全国調査を行った。

１．第一段階：ストーマ保有者における社会認知希望の

実態調査と希望理由の内容分析

１）対象

研究者が所属する医療機関計 6 施設（特定機能病院 1

施設、急性期病院 5施設）で研究者であるWOCナース

によるケアを受けているストーマ保有者 82 名。

２）方法

対象者に対して社会的認知希望とその理由について聞

き取りおよび自記式質問紙調査を 2006 年 10 月に行った

（表１）。その自由回答の内容を整理・分析した。WOC

ナース経験 10 年以上のエキスパート 3 名で内容分析を

行い、同じくエキスパート 2名のスーパーバイズを得た。

２．第二段階：社会的認知希望についての全国実態調査

１）対象

第一段階の結果を一般化することと、対象の属性を拡

大するために日本オストミー協会会員から無作為抽出さ

れた 1000 名を対象とした。

２）調査方法および期間

2007 年度に日本オストミー協会が行った第 6 回オス

トメイト生活基本実態調査に、社会に対するストーマの

啓発活動希望や生活上の悩みなど第一段階調査で得られ

た結果から作成した独自の質問を 7項目追加し、郵送に
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明らかにすることと、認知を求める背景にWOCナースによるケア経験が関係しているかを明らかにすることである。

まずストーマ保有者が認知を希望する理由について質的に分類した。この結果をもとに 1000 名のストーマ保有者に

対して自記式質問紙調査を行い、WOCナースによるケア経験の有無で層別化し統計学的分析を行った。その結果、8

割以上のストーマ保有者が一般社会・医療従事者・家族に正しく理解されたいと希望しており、その背景にWOCナ

ースによるケアが関係していた。しかし、WOCナースによるケアのみでは解決できない問題もあり、今後の課題で

あることが分かった。

キーワード：皮膚・排泄ケア認定看護師、質問紙調査、医療従事者、家族



よる自記式質問紙調査を行った。なお、回答選択肢は、

第一段階調査においてカテゴリー化した際に各サブカテ

ゴリーから均等に、最も多いコードから抽出した（表２）。

３）分析方法

WOC ナースによるケア経験の有無で層別化し、基本

属性や生活上の悩み、啓発活動の希望など 10 項目につ

いてカイ２乗検定と一元配置分散分析を行った。統計ソ

フトは SPSS Ver.15 for Windows を用いた。

３．倫理的配慮

第一段階の調査は、研究者が所属する各施設での倫理

規定に基づく審査のうえ、個人が特定されないよう配慮

し、研究への参加是非で不利益が生じないことを文書と

口頭で説明した。第二段階の全国調査においては、日本

オストミー協会の調査方法に則り、連結不可能無記名の

集計方法で、研究参加の同意は返送をもって得られたも

のとした。回収、集計は第三者機関が行うこととした。

結　果

１．ストーマ保有者が社会認知を希望する理由の分類

１）対象の属性

82 名のストーマ保有者のうち、ストーマ保有年数 1

年未満が 36 人（44 ％）で、約半数が結腸ストーマ保有

者であった。就労割合は 26 名（30 ％）であった（表３）。

２）認知を希望する理由

年代・性別・ストーマ保有年数・就労の有無・ストー

マの種類に関係なく、66 名（80 ％）が一般社会・家

族・医療従事者にストーマを正しく知ってもらいたいと

回答した。その理由として記載されている自由回答を整

理・分類したところ、≪社会生活における困難≫、≪ス

トーマと共生するための身近な人との関係調整≫、≪ス

トーマを取り巻く社会への期待≫、≪現在・未来のスト

ーマ保有者への貢献≫の 4 つのカテゴリーに分類され

― 214 ―

日本創傷・オストミー・失禁管理学会誌 14 巻 2 号（2010）

表１　第一段階調査　ストーマ保有者における社会認知希望の実態調査と希望理由の質問内容

1．社会的認知の希望とその理由
2．家族からの正しい理解の希望とその理由
3．医療者からの正しい理解の希望とその理由
4．ストーマに関するイメージ広告の希望とその媒体
5．ストーマのイメージをアップする活動についての希望

表２　第二段階調査　社会的認知についての全国実態調査質問紙

１．一般的にストーマが正しく理解されていると思いますか。
1）理解されている　2）あまり理解されていない　3）まったく理解されていない

２．今までにストーマが正しく理解されていないために困ったことはありましたか。
1）ある　　2）なし

３．ストーマについて一般社会に正しく理解してほしいですか。
1）はい（下の理由の項目からあてはまるものの記号をすべて記入して下さい）
2）いいえ

４．ストーマについて医療者に正しく理解してほしいですか。
1）はい（下の理由の項目からあてはまるものの記号をすべて記入して下さい）
2）いいえ

５．ストーマについて家族に正しく理解してほしいですか。
1）はい（下の理由の項目からあてはまるものの記号をすべて記入して下さい）
2）いいえ

理由の項目
ア、公共施設の利用を拒否された　　　　　　カ、誰でもストーマをもつ可能性があるので知っておくとよい
イ、普通に生活できることを知ってほしい　　キ、家族と協力して生活するため
ウ、外に出ることが少なくなった　　　　　　ク、自分たちのニーズに親身になってほしい
エ、対人関係に困った　　　　　　　　　　　ケ、その他（ ）
オ、他の病気で受診や入院したとき困った

６．ストーマについて正しく理解してもらうためにはどのような広報が望ましいと思いますか。（複数回答可）
1）テレビ･ラジオ　2）新聞　3）公共広告機構などのポスター　4）市民講座など　5）インターネット
6）公共広報誌（市民広報紙など）

7．ＥＴナース・ＷＯＣナース（ストーマケアを専門とする看護師）のケアを受けたことがありますか。
1）はい　　2）いいえ



た。（表４）。

《社会生活における困難》のサブカテゴリーは［スト

ーマ造設後の苦悩の振り返り］、［社会認知不足により受

けた不利益］、［社会認知不足の実感］から構成された。

《ストーマと共生するための身近な人との関係調整》は

［家族への依存と自立］、［家族・対人関係での障壁］、

［医療機関での不利益］から構成された。《ストーマを取

り巻く社会への期待》のサブカテゴリーは［製品開発へ

の要望］、［一般社会への要望］、［医療従事者への要望］

であった。《現在・未来のストーマ保有者への貢献》は

［健常人へのメッセージ］、［同憂者間の支え合い］によ

って構成された。

２．全国調査結果

１）対象者の属性（表５）

調査用紙配布数は 1000 通で、回収は 648 通（65 ％）

で、有効回答数は 592 名（59 ％）であった。平均年齢

は 72 歳、男女比は 1 ： 0.6 であった。ストーマ造設経

過年数は平均 14 年で、ストーマの種類別では結腸スト

ーマ保有者が 431 名（73 ％）と最も多かった。WOCナ

ースによるケア経験があったのは 286 名（48 ％）であ

った。

２）ストーマ保有者の社会的認知希望の実態

社会的認知希望の割合は、一般社会への希望が 429 名

（88 ％）、医療従事者への希望が 390 名（86 ％）、家族へ

の希望が 391 名（86 ％）であった。

それぞれの理由で最も多い意見は、表６に示すとおり、

一般社会への認知希望では「誰でもストーマをもつ可能

性があるから」が 182 名（51 ％）、医療従事者への認知

希望では「ほかの病気の受診や入院したときに困った」

が 155 名（51 ％）、家族への認知希望では「家族と協力

して生活するため」が 238 名（75 ％）であった。

３）社会的認知希望とWOCナースによるケア経験の関

係

ストーマが正しく理解されていると実感している人の

割合は、WOCナースによるケア経験あり群では 17 ％、

WOC ナースによるケア経験なし群 14 ％と有意差がな

かった。困った経験をもつ人の割合はWOCナースによ

るケア経験の有無において差がなかった（WOC ナース

によるケア経験あり 41 ％、なし 42 ％）。

（１）社会においてストーマが正しく理解されていると

ストーマ保有者が感じているかどうかによる認知希望の

差異（図１）

WOC ナースによるケア経験の有無に加えて、ストー

マが正しく理解されていると感じているかどうかでさら

に層別化し、認知希望の有無の割合を比較検討した。一

般社会への認知希望の割合は、WOC ナースによるケア

経験なし群において‘正しく理解されていない’と感じ

ている人は‘正しく理解されている’と感じている人よ

りも有意に高かった（p=0.008）。家族に対する認知希望

の割合も同様に、正しく理解されていないと感じている

人に対して有意に多かった（p=0.023）。しかし、医療従

事者に対しては、正しく理解されていると感じているか

どうかで、認知希望の割合に差はなかった。

一方、WOC ナースによるケア経験あり群では、正し

く理解されていると感じているかどうかで、一般社会・

医療従事者・家族に対しての認知希望に差はなかった。

（２）ストーマが正しく理解されていないために困った

経験の有無による認知希望の差異（図２）

つぎに、ストーマが正しく理解されていないために困

った経験があるかどうかで層別化して検討した。一般社

会に対しては、WOC ナースによるケア経験の有無にか

かわらず困った経験のある人はない人よりも認知希望の
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表３　第一段階調査対象者の基本属性 N=82

性別，n（%） 男 31（37.8）
女 51（62.2）

年代，n（%） 30 代 4（4.9）
40 代 5（6.1）
50 代 18（22.0）
60 代 26（31.7）
70 代 21（25.6）
80 代 8（9.8）

ストーマ造設経過年数（年） 1年未満 36（43.9）
1 年以上－ 3年未満 22（26.8）
3 年以上 24（29.3）

就労，n（%） あり 26（31.7）
なし 56（68.3）
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表４　ストーマ保有者が一般社会・医療従事者・家族への正しい認知を希望する理由

カテゴリー サブカテゴリー コード

一般的には話しにくい
個人としては隠したい
口にすると自分を否定してしまう
外に出ることが少なくなった

ストーマ造設後の苦悩の振り返り
社会生活に支障が出る
説明するたびに落ち込んでしまう
毎日が闘いだった
知らないことが沢山あった

ストーマが通じず説明に困る
社会生活における困難 社会認知不足により受けた不利益 プール利用を断られた

ストーマから周りを汚染すると理解されている

一部の人しか分かっていない
一般の人は知りたくないと思う
普通に生活できることを知ってほしい
よりよい社会生活を営むため

社会認知不足の実感
日常生活を普通に行うため
情報がもっと入りやすくなる
オストメイトトイレの利用がしやすくなる
温泉や宿泊施設には知ってほしい

家族に理解してサポートしてもらえると助かる
家族の助けが必要
家族が知ることは当然
家族が支え

家族への依存と自立
家族が知っていると手伝ってもらえる
家族に迷惑をかけないため自立したい
家族といっても所詮は他人
子供や夫には話したくない

ストーマと共生するための
幼い子供には伝えていない

身近な人との関係調整
家族・対人関係での障壁 子供がストーマを見てびっくりした

教育者であるが生徒にうまく伝えられない

他疾患の主治医が知らない
内視鏡室の看護師が装着方法が分からず困った
ストーマケアを知らないナースが多く手伝ってもらえないので困る

医療機関での不利益
他の施設に入院したときに困った
ケアを受けるときに毎回説明しなければいけない
ストーマケアのことは対応してくれない

便利な商品開発をしてほしい
製品開発への要望 ストーマのことを気にしなくてよい製品があれば問題ない

以前の生活により近づけるような製品開発が必要

福祉関係やボランティアの人に知ってほしい
テレビなどで広報してほしい
世間に知ってもらうと生活しやすくなる

一般社会への要望 正しい知識を知ってもらう情報源が必要
ストーマを取り巻く社会へ 政治家を動かして大々的なアピールが必要
の期待 障害者の啓発の１つ

皆が関係あるというイメージが必要

医療従事者が知るのは当たり前
ほかの病気をしたときに不安になる
家での苦労を聞いてほしい

医療従事者への要望
メンタルサポートをしてほしい
自分たちのニーズに親身になってほしい
アフターケアを充実させてほしい

急にストーマになったとき驚かない
健常人へのメッセージ いつ誰がストーマになるかもしれない

現在・未来のストーマ保有 誰でもストーマになる可能性がある
者への貢献 この病気の人のために重要

同憂者間の支え合い 助け合いができる
皆で言うとこわくない



割合が有意に高かった（WOC ナースによるケア経験あ

り群 p=0.001、なし群 p<0.001）。医療従事者と家族に対

しては、WOC ナースによるケア経験あり群では認知希

望の割合に差はなかった。しかし、WOC ナースによる

ケア経験なし群では、困った経験がある人はない人にく

らべて認知希望の割合は有意に高かった（医療従事者へ

の希望 p<0.001、家族に対する希望 p=0.024）。

考　察

本調査を通して、ストーマ保有者の 8割以上が社会認

知を希望しており、WOC ナースによるケア経験が関係

することが分かった。

１．ストーマ保有者が社会認知を希望する理由・背景

第一段階調査であるストーマ保有者 82 名に対する認

知希望調査の結果では、約 8割が認知を希望すると答え、

その理由の自由記載にはストーマ保有者の思いが表出さ

れていた。それらは、ストーマ保有者が社会に適応して

いくうえで重要な意味をもつ内容であるといえる。

《社会生活における困難》では、［ストーマ造設後の

苦悩の振り返り］を語り、［社会認知不足により受けた

不利益］や［社会認知不足の実感］で構成され、ストー

マ造設後に感じたり、実体験した経験などからストーマ

保有者が社会生活を送ることの困難さの実態がうかがえ

る。

《ストーマと共生するための身近な人との関係調整》

は［家族・対人関係での障壁］と［医療機関での不利益］

を感じながらも［家族への依存と自立］を語っている。

祖父江ら 11）はストーマ保有者が自己適応していくため

には自己効力感と家族の支えが大きく影響すると述べて

いる。本調査でもさまざまな不利益を経験しながらも、

ストーマ保有者が自己の生活と家族関係を維持して適応

していく姿勢がうかがえる。ストーマ保有者自身のみな

らず家族や一般社会がストーマを正しく理解し、ストー

マ保有者の自立と周囲の支えによって社会生活が円滑に

いくものであると考える。

《ストーマを取り巻く社会への期待》では、ストーマ

保有者として社会適応するためには前述の自己適応だけ

では不十分であると考える。［製品開発への要望］とい

う具体的な要望以外にも［一般社会への要望］、［医療従

事者への要望］があり、特に医療従事者がより具体的に
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表５　第二段階調査の対象の基本属性 N=592

性別，n（%） 男 366（61.8）
女 226（38.2）

年齢（歳），mean ± SD 71.7 ± 9.9
range 33-94

ストーマ造設経過年数（年），mean ± SD 14.3 ± 8.8
range 1-45

ストーマの種類，n（%） 結腸ストーマ 431（72.8）
小腸ストーマ 032（5.48）
尿路ストーマ 096（16.2）
ダブルストーマ 16（2.7）

不明 17（2.9）

専門的ケア経験，n（%） あり 286（48.3）
なし 306（51.7）

表６　社会的認知希望の理由で多かった回答上位 3つ n（%）

一般社会への認知希望 ①誰でもストーマをもつ可能性があるので知っておくとよい 182（51.3）
②普通に生活できることを知ってほしい 167（47.0）
③ほかの病気の受診や入院したときに困った 56（15.8）

医療従事者への認知希望 ①ほかの病気の受診や入院したときに困った 155（51.3）
②自分たちのニーズに親身になってほしい 107（34.4）
③普通に生活できることを知ってほしい 41（13.6）
③誰でもストーマをもつ可能性があるので知っておくとよい 41（13.6）

家族への認知希望 ①家族と協力して生活するため 238（75.3）
②誰でもストーマをもつ可能性があるから 61（19.3）
③自分たちのニーズに親身になってほしい 49（15.5）
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図１－１　WOCナースの経験あり群における理解されている感と認知希望

図１－２　WOCナースの経験なし群における理解されている感と認知希望

図２－１　WOCナースの経験あり群における困った経験と認知希望

図２－２　WOCナースの経験なし群における困った経験と認知希望



ストーマケアについての知識や理解を深め、生活者とし

てのストーマ保有者のニーズに応えることが非常に重要

であると考える。そこには医療従事者のかかわりが影響

することが示唆される。

《現在・未来のストーマ保有者への貢献》は、〔健常

人へのメッセージ〕、〔同憂者間の支え合い〕で構成され、

ストーマ保有者は自己の問題解決のみならず同憂者をは

じめとして健常人など、他者に対しても役に立ちたい、

ストーマに関して社会に貢献したいという思いが強いこ

とが分かる。

２．ストーマ保有者の社会認知希望の実態

第一段階の調査で抽出した項目を選択肢にした全国調

査において、一番多く支持された社会認知希望の理由は

家族に対して「家族と協力して生活するため」が 75 ％

を占め、ついで「誰でもストーマをもつ可能性があるの

で知っておくとよい」、「ほかの病気の受診や入院したと

きに困った」であった。第一段階調査の結果と同様に全

国調査においてもストーマ保有者は、自身が社会生活を

円滑に送るためのみでなく、現在・未来のストーマ保有

者が生活しやすい社会をつくることを望み、そのための

社会への正しい認知が必要であると希望していると考え

る。このことはストーマ保有者に対するWOCナースに

よるケアのみでは解決できるものではなく、社会全体へ

の啓発活動が必要であると考える。

３．社会においてストーマが正しく理解されているとス

トーマ保有者が感じているかどうかによる認知希望

の差異

WOC ナースによるケア経験のない場合で、ストーマ

が正しく理解されていると思わない人は、一般社会と家

族に対して認知希望の割合が有意に高かった。しかし、

WOC ナースによるケア経験のある場合は、正しく理解

されていると感じているかどうかに関係なく、80 ％以

上の人が認知を希望していた。添嶋らの研究では 12）、医

療従事者からの情緒的・情報的サポートはストーマ保有

者の受容に強い影響を及ぼし、思考の変換に必要な方法

であることを報告している。さらにストーマ保有者の肯

定的な生き方が、社会活動を促進すると報告 13）されて

いる。したがってWOCナースによるケアを受けること

により、ストーマとともに肯定的に生きることを指向し、

その結果ストーマ保有者の社会や周囲の人たちへの期待

がさらに高まることが推察される。

医療従事者に対する認知希望は、WOC ナースによる

ケア経験の有無や正しく理解されていると感じているか

どうかには影響されていなかった。これはストーマ造設

にいたった疾患以外の治療で、専門的知識を有しない医

療従事者と接触する際の不安や要望によるものから、医

療従事者に対する認知希望が高かったと考える。第一段

階の調査も同様に「ほかの病気をしたときに困る」や

「医療従事者は知っていて当たり前」と医療従事者に対

する正しい理解を求めていた。

４．ストーマを正しく理解されていないために困った経

験の有無による認知希望の差異

家族と医療従事者に対する認知希望では、WOC ナー

スによるケア経験あり群では困った経験の有無には関係

していなかった。一方、WOC ナースによるケア経験が

ない場合は、困った経験に関係していた。これはストー

マ保有者の家族支援・家族との関係調整にWOCナース

によるケアが有用であることが考えられる。しかし、一

般社会に対してはWOCナースによるケア経験よりも困

った経験が関係していた。今回の調査では困った経験の

詳細については不明であるが、社会生活を営むうえでの

障壁はWOCナースによるケア経験とは別の要素やニー

ズがあるのかもしれない。したがってストーマ保有者が

社会へ適応するための支援は対象者への介入のみなら

ず、社会に対しての働きかけが重要であると考える。本

調査では、ストーマ保有者は自分自身に対して、よりよ

い理解者を求めていると同時に、社会においてストーマ

が正しく認知されることと、他者への貢献を意識してい

ることが明らかになった。

５．今後の展望

WOC ナースによるケアにより、ストーマ保有者の適

応とリハビリテーションがよいこと 14）や、健康関連

QOL が高いこと 15）、合併症の軽減とストーマ保有者の

QOL に効果があること 16）、疑問や不安に対して具体的

で適切な対処による満足度が高いこと 17）など、個への

有効性はすでに報告されている。本調査においても、一

般社会や家族・医療従事者に求める認知希望とその内容

については、WOC ナースによるケア経験が関係してい

ることが明らかになった。

しかし、WOC ナースによるケアの詳細とストーマ保

有者からの評価については検証できていない。今後は、

WOC ナースによるケアが、ストーマ保有者の社会生活

における成長や役割意識の変化にどのように関係するか

を明らかにする必要がある。

結　論

8 割以上のストーマ保有者が一般社会・医療従事者・

家族に対して、ストーマについて正しい理解や認知を希

望していた。その理由にはストーマ保有者として生活し

てきた経験から、公共施設や医療福祉機関での不利益を
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受けないなど、現在や将来における暮らしやすい社会へ

の要望があった。また健常人へのメッセージや負担の少

ない製品開発や制度への提言があった。

ストーマ保有者の社会認知希望と、WOC ナースによ

るケア経験が関係していたことが示唆された。
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